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シンチレータとは蛍光体の一種であり、X・γ 線等の放射線を瞬時に数千から数万の可視光子に

変換する材料である。シンチレータ材料には一般的に単結晶が使用されるが、近年では焼結技術

の向上により高い透明性を有するセラミックスを合成することが可能となったため、透明セラミ

ックスのシンチレータ応用が期待されている。透明セラミックスは単結晶と比較して、固相反応

であることから発光中心を多量に添加できる点や合成温度が低いために発光特性に悪影響を及ぼ

す格子欠陥の低減が容易に行えるといった利点がある。透明セラミックスシンチレータの関連研

究として、ガーネット構造の酸化物について精力的に研究が行われており、特に Ce:Gd3Al2Ga3O12

に関しては透明セラミックスの発光量が単結晶の 1.5 倍 (単結晶の発光量 : 46,000 ph/Mev、透明

セラミックスの発光量 : 70,000 ph/Mev) に達している [1]。 

本研究では、透明セラミックスシンチレータの新たな候補として RbI に着目した。Tl 添加 NaI

や CsIに代表される Tl添加アルカリハライド単結晶は、バンドギャップが狭いため高い発光量を

示すことから X線検査装置などに利用されている。Tl添加 RbI単結晶も同様に、高い発光量を示

す可能性があることから研究が進められている [2]。しかしながら、Tl 添加 RbI の透明セラミッ

クスのシンチレーション特性は報告されていない。そこで本研究では Tl添加 RbI透明セラミック

スを放電プラズマ焼結法により作製し、光学特性およびシンチレーション特性について評価を行

った。 

Fig. 1に Tl添加 RbI透明セラミックスの X 線誘起シンチレーションスペクトルを示す。シンチ

レーションピークは 440 nm 付近に観測された。このピークは同様のピークが Tl 添加 RbI 単結晶

においても報告されていることから Tl+の 3P1→1S0 遷移に由来するピークと考えられる [2]。Fig. 

2に 137Csの γ線励起によるパルス波高分布スペクトルを示す。0.1％Tl添加サンプルにおいて 5,300 

ph/ MeV の発光量を確認した。仕込み濃度が同じ Tl 添加 RbI 単結晶と比較すると [2]、透明セラ

ミックスは 2倍以上の高い発光量を示した。 

  

Fig. 1  X-ray induced scintillation spectrum. Fig. 2 Pulse height spectra  
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